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日明勘合復元案【①明礼部での印刷段階】 （20090708作成、20130718最終修正）

清朝国内で用いられた勘合を参考に作成。文面はすべてフィクション。法量縦縦81cm、横108cm程度、
押印「禮部/之印」および「日本/国王/之印」は10cm四方、割字（割書）は「本字壱號」、と想定。
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日明勘合復元案【②明から日本へ交付した段階】 （20090708作成、20130718最終修正）

清朝国内で用いられた勘合を参考に作成。文面はすべてフィクション。法量縦縦81cm、横108cm程度、
押印「禮部/之印」および「日本/国王/之印」は10cm四方、割字（割書）は「本字壱號」、と想定。
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日明勘合復元案【③幕府から明朝へ発給した際の状態（遣明使への手交時）】
清朝国内で用いられた勘合を参考に作成。文面はすべてフィクション。法量縦81cm、横108cm程度、押
印「禮部/之印」および「日本/国王/之印」は10cm四方、割字（割書）は「本字壱號」、と想定。
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